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真菌医学研究セ ン タ ー 研究発表会 (第 3回 - 第5回)
第3回 2001年2月23 E]
担当 : セ ン タ - 良
1) 小林浄 - (北海道大学大学院薬学研究科): 海洋生
物由来の 抗真菌物質の 探索
2) 河合 清 (中共女子大学瞭蘇栄養学): Bio che mi-
stry of fungalq111 nO皿e pigm ents
3) 祥賓弘文 (筑波大学応用生物化学系): 適性嫌気性
菌の エ ネ ル ギ ー 代謝
4) 岩口伸 一 (奈良女子大理学部生物科学科): 病原真
南CTaTd lda albic a n 8の 艶色体再編成
5) 鈴木孝仁 (奈良女子大理学部生物科学科) : CaT1-
dida tropicalis偽菌糸形成における信号伝達
第4回 研究発表会
担当 : 系統 ･ 化学分野
1) 亀井克彦: ALSPeT･glllu sfu Tnigatus培養上漕が 白血
球に対し て示す障害性および7 ス ペ ル ギ ル ス 感染に
及ぼす影響に つ い て
2) 渡辺 哲 : AspeT･glllzLSfu migatus 培養上帝に おけ
る抗白血球宿性の 検討 : 活性発現 の培養条件 およ
び活性物質の分析
3) 高橋容子 : TTichophyto n T ubr u m の ウ レ ア ー ゼ 活
性に つ い て
4) 横山排治: 病原真菌研究
5) 王 魔: チ ト ク ロ ー ム b遺伝子の 系統解析とイ
ン ト ロ ン に つ い て
6) 今西由巳: CTandida tT･OPic alis の 二形成変換の メ カ
ニ ズ ム の解析
7) 伊藤純子 : 菌株保存に つ い て
8) 亀井蒐彦: わが国に おける輸入真菌症の 現状に つ
い て
第 5回 12月 7 日
担当: 高分子癌性分野
1) 石渡玉枝: i) 抗酸性菌に よる抗陪核剤 rira mpicin
の A D P- ribosylationに つ い て , ii) 磁気ビ ー ズ 法
に よ る C. n e oJo r m a n sの 土壌およぴ ハ ト糞便より
の分離
2) 矢沢勝帝 : i) 本研究分野で 同定した病原性放線菌
に つ い て , ii) 病原性放線菌から当研究分野で 発見
した新規活性物質に つ い て
3) 星野泰隆 : 病原性放線菌お よ び真菌よりの 新規活
性物質の探索
4) 渡辺佳代 : i) 臨床分離の No c a T･dLa お よ ぴAct-
ino m adu r aの 分校学的研究,ii) 新た に 臨床材料 よ
り分離 した Ca ndida albicans 関連菌の 遭伝子タイ
プ
5) 知花博治 : Cbndida albica n sに お ける遺伝子機能
解析to ol の構築
6) 宇野 潤 : 感受性試験か ら見た バ ラ コ ク シ ジ オ イ
デ ス プ ラ ジ リ エ ン シ ス
7) 五ノ井透 : 酵母細胞に おけるCa2 ' シ グナリ ン グ
8) 勝 正和: i) C. n e ofo r m a n s v a r. ga 出 の 遺伝子
型 に つ い て , ii) 抗真菌剤bra8ilinoli de A の作用
発現機構 , iii) H Istopla s m a c apsulatu m の 遺伝子
解析
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